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輪形測微尺の話（1）

山　本　　一　溝

　　　象界？16

　　　　　　　　　　　　　　　　　1

今靴1925年や1932年の嫌と剛濠1・・靹1・澤山の鰭彗星が現はれる

灘である・二って・醗は今・・に三軍瞠麟の覗馴1に於いて彗i・／iの位

置を二二する：方法として，輪形測微尺のことを記して見ようと思ふ．

一一　tl　tC“彗星の灘”と言っても・共のイ耀（脇四三換言すれぱ瞭

纏赤緯）を測定すること・三三推定すること’　’］1）tや髄スb‘　”チするq

色を槻察すること等，いろいろある・其の中で・最も重要であり・叉・最も、

般に頻繁に起ることは，位置を測ることである．

鯉の雄や赤徽測定すれ‘：t’，共の蓮行の二これるので・適當に嶋

の翻撚を綜合レ計算を：ili二ねると，彗星の輔回れ矧ぐる・從つ敬，

此うし鳥道螺から計軋て・　HS：來砒三星の囎を推定することが照

るのである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　2

常・よく見る通り・“塑醗見された！”といふ場合にも，共のILbの暢飯

も・共の星の・二二制可ロ寺何分の赤経赤徽いふもの醗表される・6eろ

が・購磯徽は多くは専「肛家旧離親旧回したものであって・期嚢

XOS9；Cは灘嫁らぬ苦心と努力とが撒れてるるのである・例へ1ま論年

三の第嘩星として法る1月20三三ハ1ヴアド天燐か肥せられ嫡
電は，

　1939年1月20・0（U・rl’・）・赤経傭21h　20皿辮’∫叫28．光1；’E　8・1’eエti・・騰見

といふのであるが，之れはアマチュア天嫁ペフしテ祇が脇めて一k・W」の趣

｛颯を簡輩な獺と引き比べて定めた位置である・ところが，此の星は偶然に

も，ペルテヤ氏畷見よりも3日前一i映アジヤのタシケン吠煉に方冬喰

Cos舐綴見し・卿洲｝1もなく同じ時期のプルゴワ天煉に繍され

て，19日には鵜嘲測が行v’よれ，又，共の翌臆ブイ・ランド國トルク椴
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蜜で観測された．即ち，共れは：
　　　　　　　チト　　　　　　　　　　
　　1月17日14，］；32．（）　lt＝2thO7．1　　‘5＝＋28020！　m＝8　　Tashkent　フく文≧釜　（Cosik氏藍見淑り）

　　’／　19日16　16．8　　　　21　19．1　　　　＋27　53　　　　　8　　Pulkowo　ノく文≧釜

　　〃20日1650．0　2126．0　 ＋2740　 6Turkuソく交馨…（Viiis£ilii氏魏測）

此等の槻測は，一通り4∫門家が槻濡した結果Cあるから，決して無債値ではな

いのだが，しかし，赤維も赤緯も，共に角度までしか報告してみないので，軌

道計算に使正するためには不充分のそしりを免れない‘．次いで，ドイツのバベ

ルスベルグ村のベルリン大學天文塵と，ポ1ランド國ポツナン天文寮から獲表

せられた位置の槻測がある．

　　1939‘ド　　U．T、　　　　　rt1939．0　　　　　‘S193り．0

　　　　　　　　ルロ　　　　　　　ヨ
　　1月20日18・islO｛）・41．3　21h25m53．26　F27036／30！ts　　Bal）cl．sberg（1）ick氏観測）

　　　22日18　34L4　　　　21　39　1｛〕1　　　＋26　55　　4．　　　　Poznan　（Dziurla　氏等梶理ε∫田）　．

此等は，もはや堂々たる観測であって，バベルスベルグのは角度が0・”1まで，

叉，ポツナンでは1”まで測定されてある．此等は何れも軌道計算に使用し得

る精密さであり，殊にバベルスベルグの糊測は現代の彗星位置観測としては第

一流のものであるが，昂れは多分，大望遠鏡に取りつけた糸線測微尺（Filar－

micrometer）を用みたものだらう．之れic反して，ポツナン天文豪の観測は，

中型の天歩カメラに依ったものか，又は中口径の望遠鏡に輪形浬1微尺を取りつ

けて測定したものかも知れない．

　何れにしても，彗星の位置の観測は，何等かの“測微尺”を用みて，彗星と

其の附近の恒星との位置を，相封的に測るのである．昔の天文學者ならば，星

の経度や緯度を，地ノF線や子午線に依存しつs，ヂカに測ったかも知れない．

しかし，現今は，一般の肉眼星は言ふに及ばす，回れより以下，およそ8等級

までの恒星は，皆，可なり正確に共の経緯が知られてあるので，彗星や遊星の

位置などは，望遠鏡の1山野に於いて，星と同時に見える一つ二つの恒星を“比

較星”に逡んで，共の雨星の位置の差を和封的に測定するのが普通である．こ

うした位置の差を相封的に測定するのが普通である．かうした位置の差を，相

封的に測定するために用ゐられるのが，凸‘測微尺”といふものである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　3

　測微尺として，最も優秀なものは“聴音測微尺”（叉は“位置測微尺”）であ
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一一一

黷mる．下れは，彗星と比較星との赤経赤緯の差を直接に測定するものであって，

例へば，今，若し

　　　　　　　　　　　　　　　s　鋒星の　　赤維αが15h28m13．5　　　　赤緯τSが＋23。58／20．”

　比較星の　　〃　α’　152749．3　　　　〃　げγ　　＋210　8．

ならば，此の二つの星の
　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　リ
　‘‘涜≒経歴，，△all［　　　　　15h28tn13．5－15h27m49．3＝＋Om242

　・・赤緯差・△δlt　　（＋23。58’20”）《＋2＄。G’8”）一一1’48！’

（イ）

〈p）

）
）
ハ
亀

（
（

となる．搬に三三尺・川　りは・直接に△tZと△δ，2Pち（ノ’）と（・）と

を測定するのであるが，一方に於いて，比較星の位置自llち（ロ）1よ既に町醤．に

知られてみるのであるから，朱知の（イ）は，

　　　　　　　a＝a’＋△・’　　　δ二醇△IV　　　　　　（ホ）

の關係によって，計算し得られる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　4

二種の測微尺のうち，繕澱ノ｛腓常に融なもので・叉・取り扱ひ職

大の注意と轍と腰するものであり・二王之れ赫道剛胆に励｛・痛

ければならないものである・此等の王【舳により，繕鰍尺は必ず禦埆歓

二螺粗よつて働されるべきものである・之れに反して・輪形測微殿覗

造が極めて簡軍で，叉，堅牢であり，使用法も比較的に容易であるし，文，乏

れは必ずしも赤道儀が必要でなく，経緯式の望遠鏡：こも取り付けられるもの・7Ti

軽から・一reのアマチュアt・’・も・妙の鞭によって・この輪欄微ノくを

巧みに使用することが階回る．

　尚ほ・親測結果の正確さについては，一般には糸線の方が優秀であると思侵

れてるるけれど，要は観測者の熟練に依ることが大であって・第一・流の熟織ミ

ならば㈱・・彗星の如き天膿｝劃しては），糸線測卿｛にユ’ヒ肩し得娘い噸

を暴げ得ることがある．

　　　　　　　　　　　　　　　　5

　さて・輪形測微尺とは如何なる構造：のものかといふに（詳細は後lcゆつるヵ：）

要するに接眼鏡の覗豊1チの中央に比較的1こ大きい圓形を賞いたものである．今，

先づ，最も簡軍な場合を想像して・第1圃の如く，観野中に一4つの圓形を考へ

て見る・そして此の装置をした望遠鏡を・口的の彗i星の方に向けて見る．望這
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鏡は（赤道儀の男合にも，自働装置を門下せす）固定のまkとする．すると，

彗星は，地球の自韓のために，日週藁E坐して，下野の中を，攻から西へ流れて

行くのが見える．同様に，葺星の近くに撰んだ比較星も亦西へ流れて行く．こ

の時，彗星と比較星とが，それぞれ，轡形の線を横切る時刻を出來るだけ精密

に測定するのである．

　槻測苦は，星と時計とを同時に見ることは出來ない．それで，誰か別に友人

’を頼んで，・……・15，16，17，……”といふ風に，時計面の毎秒を讃み上げて貰

・ひ・槻智者は，それを聞

きながら，星が卜形を通

過するのを見れば好い．

　彗星でも，比較星でも

必ず其れは観野内の圓形

を2回横切る．今，例へ

ば，比較星が圓形を横切

つた時刻を

　　　　　　　　　　ゆ
　　T’コ＝8時18分24D

　　T’2；．8時18分40．5

半煮
第　　1　岡

蟻
形 噛、

品

とする．そうすると，喋れを干均したもの，即ち

　　　　T’一．・÷（8時18分24秒・＋8…？18”・tO秒5）一8時18分32秒25

は，比較星が硯野の中央を通過した時刻である．叉，同様に・彗星が圓形を横

漁った時刻を

　　　　　　　　　　　　T■端8時19分59秒O

　　　　　　　　　　　　T2＝8時20分28秒2

とすれば，其の卒均値，帥ち

　　　　T一÷（・a3・19分59秒・＋8時・・分・・秒2）一8時20分13秒6

1：1，彗星が二野の中央を通過した時刻に相旧する．こしに於いて・TとT1と

の差は，即ち彗星と比較星の赤経の差に等しいわけであるから・

　　T、T’＝（1－u．’二8時20分13秒6－8時18分32秒25＝十1分41秒35＝△α

だから，之れで既に大「1的a）うちの一’一iつは達したのであって・此の△αを比



168 弓形測微尺の話

較星の赤繧（之れは既知のもの）に加へると・彗星の赤経は直ちに得られる
　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
である．例へば，a＝11h25m39．3ならば，α＝11h27m20・65となる．

　　　　　　　　　　　　　　　　6

聚界～竃6

ヒ、

m＼

撒・辮嘱鵬△δを翻するのであ礁之れも決して婁悔
ものでは無い．只，此の場合には，あらかじめ親野内の圓形の直律を角訪．（，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、翔
って置く必要がある．

圓形の齢を精密に鞭する琳は後に記する諾し此の酪を蜘・轍

に知りたければ，先づ天の樋附近の恒星を一’つ観野の中に入れで，軌．，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ正しく吐の圓形の峡を燗するやう1こ望緻翻節し・そして期蜘・唾

を（直樫に添って）2回横切る時刻を，前と同様に観測するのである・さ1ン♪，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りと，此の場合には，例へば

　　第1回に星が圓を横切る時刻を　　8時01分14秒8

　　第2回〃　〃　　〃　　〃　　80149．0

とすれば，共の差

　　　　　　　8時01分49秒0－8ee　01分14秒8＝34秒2

醒（赤道曜）棚形の直徹通過し塒刻であるから・Zれを角勲匙宅1、

すると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34．2（秒時）x15＝513”ご8’33”

となる．

　　　　　　　　　　　　　　　　7

次ぎには前述砒鯉や・彗星について・第姻のやうな醐三角形。，

タゴラスの騰を利肌て・　1；！1形のtl’心から星の経路まで二線帳さを∴P、γ

する．即ち，一般には

A

第　2　岡

c

B

　　　　　　　　　ヘヨ　　ら　　　　

　　　　CP十BP＝　BC

であって，こ曳では

BCは圓形の牛網ロち魂一×513〃＝＝、256．〃，

BPはABの三分脇÷・AB・BP

CPは今，計算によって漁るべき蜘直で、

　即ち　CP＝　蕊2＿’iiiti72
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こうした計算を，比較星にも，彗星にも，1底相すれば好い．

　但し，比較星も，彗星も，一・般の場合としてぱ，決して赤道の星ではないの

だカ・ら，AB或はBPを角度で表はすためには，軍に“秒時”に15を乗ずる

ほカ・に，荷ほ，赤緯の飴弦，即ちCOSδを乗ぜねばならない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　8

　印ち，上述の例によって，計算を進めて見る．蔚にも述べた通り，比較星は

赤繧も赤緯も共に既に，恒星目録によって，よく知れてみるのであるから，今

の場合，例へば共れを，

　　　　　　　　　　　ヨ　　　　αノ＝11h25m39。3　　　δ’＝十38050，21”　　（1939．0年の若鮎）

とすると，この比較星の場合には，

　　　　÷（T’。一T’、）・15・…δ・

　　　　一÷（8・｝18分4・秒5－8時18分24秒目）・15・…（380　5・’21Y’

　　　　一鑑（16・5）・15…77891　一・76・”6

故に，弓形の中心から此の比較星の経路までの垂線距離CPは，

　　　　（CP）＝1／（513♪2一（76．6）2＝507”　、

　弐に，彗星の場合の（CP）を同様に計算をするのである．ところが，此の彗

星の赤緯δは未だ知れてみないのであるから，COSδを計算することは出來

ない筈だが，しかし，元來，此の測微尺でする槻測のやうな場合には，比較星

と彗星とは，御互ぴに隣り同志の天髄であるから，αとαノ，δとδ’も，大し

て大きい差蓮があるわけではなV・．從って，しばらく，COSδの代りにCOSδ’

を代用することとする．そこで，

　　　　（BP）一一1一一（T，一T・）・15・…δ

　　　　一÷（8・・＄・2・分8秒2－28嗣9分59秒・）・15・…（38a　50’21”）

　　　　一一1（29・2）・・15…7789・一　170．”6

故に，

　　　　（CP）＝1／（3工3）2一（170．6）2＝484ノ’

　さて，次ぎに，こNに計算した（CP）と（CP’）との差引きから・最後の△δ

を算出するのであるが，この場合，槻回した二野の，どの部分を・比較星と彗

星とが通過したかを1刹断しなければならない．一艦これがためには・槻測
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帳の一端に，観野の疎画なスヶツチを書

いて置くが好い．

　若し第3岡の如き場合ならば，比較星

も彗星も，共に，索隠の中心の北側を通

過したのであるから，

　　（△δ）3＝δ一δ’＝（484’り一（507”）

　　＝一一　一23，t

となり，從って，口的とする彗星の赤緯

δは

輪形測微八の話

東

。“　＝　十38”50r21tt　一　23’t　一＝　十380　49，58，，

第4圖　　　　　　　第　5圖

6
皆疑 穿

十

　　　　　＄界216

　　　　　SS一　．
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　z
皆
㌣
姪

品

星 婁

となる．之れに反して，

若し第4圖の如き場合ならば，（△δ）4二（一484tt．j　一一（507”）＝一991”＝一16’31〃

〃　　身1ゴ5囲　　〃　　　　〃　　　　　　　　（△δ）5二　（一484”）一・（507’り＝一十23”

7！第6囲・・　7・　　（△δ）・　・・一（484”♪一（一5D7”）＝一＋99】”；＋16・31〃

となる．

Eロち・（CP）や（CPノ）のプラス●マイナスの艦については・畷に・・咄

の中心よりも・北側を星が通過する場合の（CP）や（CPりを＋とし・南側を

通過する場合を一とする”と記憶して’置けば好い．そして，

　　　（△δ）＝一（±E逃角のCP］）一（±：［比較星の（CPノコ）

とV・ふ一］般式だけを知って置けば好いわけである．　（以下181頁へ績く）
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時代に，共のエネァしギの一一部う・ら生物が出門したのであるが，共の後，地球が

冷却したた助，もはや新しい生物は創造されす，只，進化によって各種が獲生

し，途に人類に至ったのであらうと設：いてるる．

　　　　　　　　　　　贈呈’1：於けるグレゴリ記念祝典

　天界銘20斗號に記した通り，始めて反射望遠鏡を製作したJames　Gregoryは

セント・アン｝i　7L　1ス大學とエデンボU大學とに雁任した英國の大學習で，昨

年は其の生誕300年に欝るため，記念の催しとして，大英スコトランド國セン

ド・アンドル1ス大礁では7月4日から15日まで数回談話會Co110quiumカミ開か

れた．荷ほ，由れに因んで，

1）　エデンボロ｝i∫のロ｝ヤル學會では，7月4日ジヨジ御町22番地の集弁室で記

　念會が催された．

2）　セント・アンドルーズ大冊では7月5Hに卒業式が催され，内外の諸學者に

　名響學位が購られ夜は晩餐會があった．

3）同大學の数學敏授H・W・Turnbu11博士は“第17醤己の数學史上に．於け

　る最近の諸獲見”と題する記念諺演をなし，特にグレゴリの業蹟を追想した．

　街ほ此の記念週聞の特別講演は，

　A．G．　Aitken氏，　Invariarit　Matrices　and　the　Sylnmetric　Group．

　G．D．　BirkhQff敏授，　Analytic　Deformatior】s　and　Auto・etluivalent　Functioiis．

　E．T．　Whittaker氏，　The　Iiiteractions　between　the　ElementatyI》articles　of　the　Universe．

W．0．Kermack博士及び1．既II．　Etlleringtoη擦士，　Aspects　of　Mathe111at三。ユBiology・

　（170頁よりの績き）

　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　かようにして，彗星の赤経と赤緯とは，

　　　　　　　　　　　　a＝　11h27m20．65　　　　　　　　　　　｛

　　　　　　　　　　　　δ　L」　十3se　49’58ノノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　10

　但し，上；氾の観測ど1．影野の蜜lf例ば，極めて簡三一場合だけを記したのである

が，實際には，術ほ，いろいろと細かい注意が必要である．肥れは，次號に詳

くし記すこととする．（績く）


